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年 場所 月と状況 ズンメ当りライ麦価格旧プフント 新プフント
1432年 ニュルンベルク 3月 8.00 2.00
12月初めの高騰時 13―14 3.25―3.50
1433年 ニュルンベルク 高騰時 18.00 4.50
1434年 ニュルンベルク 高騰時 23.00 5.75
1437年 ニュルンベルク 5月初めの異常な高騰時 28―30 7―7.50
12月末 33―35 8.25―8.75
1438年 ニュルンベルク 1月 27―28 6.75―7.00
1439年 ニュルンベルク 2月初め 7.00 1.75
収穫後の秋 5.00 1.25
1441年 ニュルンベルク 都市当局の売却価格 4.00 1.00
1449年 ニュルンベルク 戦時 9―10 2.25―2.50
１ズンメ＝318リットル
15世紀中葉ニュルンベルクの肉価格一覧表 83）
年 プフント当り牛肉 プフント当り仔牛肉 プフント当り牡羊肉 プフント当り豚肉
1443年
聖ヨハニス祭前 4　ヘラー 3　ヘラー ― 5　ヘラー
聖ヨハニス祭後 5　ヘラー 4　ヘラー ― 〃
1445年 4　ヘラー ― 4　ヘラー ―
1446年 ― ― 5　ヘラー ―



























グルデン グロッシェン シリング 新プフント
短い青色の上着 1 17 ＝43　1/4 ＝2.16
丈夫な乗馬用上着 1 10 ＝34　1/2 ＝1.72
裏地付バルセント織上着 ― 17 ＝21　1/4 ＝1.06
裏地付青色ズボン ― 10 ＝12　1/2 ＝0.62
小さめの白マント ― 9 ＝11　1/4 ＝0.56
長靴 ― 8 ＝10 ＝0.50





























キビ粥 パン 肉 ビール
朝食用スープ 1/2ℓ ― ― ―
昼食 1/2ℓ 570gr 240gr ―
間食 ― 140gr ― 1/2ℓ
夕食 1/2ℓ 285gr ― ―
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給も知られており，有力者の子弟に対する大学への奨学金ばかりではなく，手工業者の他都市で
の研修費も支給される制度があった100）。
　このように，イタリアに遅れて16世紀中にニュルンベルクで本格的に成立した「市場の貨幣」
システムは単に貨幣制度や市場制度によって支えられているばかりでなはく，広く社会政策に
よっても支えられた特有のシステムであった。ニュルンベルクで見られた「オープリッヒカイト
的計画経済」はヨーロッパ中近世都市に共通した特質であり，それなしには，この段階の「市場
の貨幣」システムは維持しえなかったからである。
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